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今 年 の 桜 は 入 学 式 ま で 咲 い て い ま し た 。 葉 桜 の 景 色 か ら 、 ツ ツ ジ や ハ ナ ミ ズ

キも開花して きまし た。  

現在会員登録数 4,238 人さま。次号は５ 月 21 日発行の予定 で す／  
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●「第 156 回日本児 童文学学会  関西例会 」  

講演「マンガ 研究誌 『ビランジ』 創刊の 頃  － 1980～ 90 年代の マンガ批評－ 」

（講師：竹内 オサム （同志社大学 名誉教 授））  他 、研究発 表  

日  時：５月 18 日（土） 13： 00～ 16： 30 

会  場：大阪府立中 央 図書館  多目的室  定 員： 60 人  参加費： 無料  

主  催：日本児童文 学 学会  関西例会  （ IICLO 共催）  

詳細・お申し 込みは →  Peatix http://ptix.at/07UKdV 

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（シンカ ブル）＝ クレ ジット カードでご寄 付いた だけます。  

継続寄付（毎 年／毎 月）、単発 寄付が選 べ ます。  

→  https://syncable.biz/associate/19800701/  

 

●  YouTube 版「本の 海大冒険」  https://www.youtube.com/@iiclo1196  

※公開内容一 覧は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html  

 

●  当財団公式Ｘ（旧 Twitter）  →  https://twitter.com/IICLO_News  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Yukiko's Talk 

*****************************************************************  

『僕たちは星 屑でで きている』  マンジ ート・マン /作  長友 恵子 /訳   

ＳＴＡＭＰ  ＢＯＯＫ Ｓ  岩波書店  2024 年 1 月  対象年齢： 中学生から  

 

＊今回のゲス トは 武 庫川女子大学 教員の 福本由紀子さ ん （ Yukiko）です。  

 

あ ら す じ ： イ ギ リ ス に 住 む 高 校 生 の ナ タ リ ー は 母 を 癌 で 亡 く し 、 兄 ラ イ ア ン

は満足な職が 得られ ず、移民のせいに して 差別的な行動 をとる ようになる 。

ナ タ リ ー は 母 の 遺 志 を つ い で 、 難 民 救 済 チ ャ リ テ ィ ー の た め に 、 ド ー バ ー

海峡を泳いで 渡ろう とする。一方、父が政 治的な理由で 殺され、アフリカの

エ リ ト リ ア か ら イ ギ リ ス に 逃 れ よ う と す る サ ミ ー は 、 旅 の 途 中 で 幾 多 の 困

難 に 出 遭 う 。 二 人 が 出 会 う ま で と そ の 後 が 、 散 文 詩 の 連 作 と し て 表 現 さ れ

ている。  

 

Yukiko：この作品は 、「 366 日前」から始まって、「 366 日後」で終わっていま

す。何の「 366 日前」なのか、想 像しなが ら読むことが でき、真 実を知った

ときはショッ クを受 けました。  

Yasuko：いわゆる、単 純なハッピー エンド には描かれて いませ ん。それは、難

民の現実の厳 しさを 描くために必 要だっ たのだと思い ました 。  

Yukiko：作品は、イギ リスに住むナ タリー と 、エリトリ アからイ ギリスに行こ

うとするサミ ーの一 人称のことば で構成 されています 。「 366 日前」のよう

な タ イ ト ル が あ り 、 そ こ に 二 人 の 語 り が 重 な り 合 う よ う に 出 て き ま す 。 そ

して、視点が変 化する ときには、必ず キーワ ードがあり、そ のこと ばが重ね

られています 。たと えば、ナタリ ーが母 親の死以来 、「こ の家 の中に ／ずっ

と／隠れてい た／気 がする。」と語れ ば、サミーの語り は「こ の家の中に ／

ずっと／隠れ ていた ／気がする 。」か ら始 まって、徴 兵を逃れる ために家に

隠 れ て い る 事 実 が 明 ら か に な っ て い く と い う よ う に で す 。 こ れ に よ っ て 、

二人が対とし て読者 に強く意識づ けられ ます。  

Yasuko：散文詩で構成 された作品は ラップ などの流行の せいか、英語圏のＹＡ

作 品 で は 最 近 増 え て い ま す 。 こ の 作 品 で は 、 一 つ の 詩 に 二 人 の 声 が 聞 こ え

るという形態 が特徴 的で、朗読劇をみ るよ うな気持ちで 作品を 読みました 。 

そ し て 、 対 と い う 意 味 で は 、 こ の 作 品 に は た く さ ん の 対 の 概 念 が 読 み取

れます。ナタリー とサ ミーのみでな く、生と 死、ドーバー海峡 のイ ギリスと

フランスの海 岸、父と 母（ナタリーは母 を亡 くし、サミーは父 を殺 されてい

ます）、ナタリー と兄 の難民に対す る態度、サミーと幼馴 染で一 緒に旅をす

るテスファイ ……な どです。  

Yukiko：こういう対 が描かれなが らも、サミーの父は 、「 人間 は星屑にすぎ な

いんだよ、サ ミー」と 言い、「 どんなに 闇が 深くなろうと も空に は星が輝い

て い る 」 と 言 い ま す 。 こ ん な ふ う に 、 宇 宙 と い う 大 き な 視 点 か ら 人 間 を 見

て、人の平等 を説く ところも興味 深いと 思いました。  



Yasuko：ナタリーとサ ミーは同じ「人間」で あり、二人とも親 の死 を悲しんで

い る 若 者 で す 。 共 通 点 の 多 い 二 人 に も か か わ ら す 、 二 人 の 人 生 は 大 き く 異

なります。そ れはな ぜなのか。こ の作品 はそのことを 問うて いま す。  

Yukiko：最初に言った ように、ラス トは衝撃 的でしたが、ナタリー とサミーの

両 親 が 子 ど も を 愛 し て い る こ と 、 二 人 が 希 望 を 持 ち 続 け る と こ ろ が 救 い で

し た 。 難 民 の 現 実 を 感 じ る た め に 、 ぜ ひ こ の 作 品 を 読 ん で 欲 し い と 思 い ま

した。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 104 回「三人兄弟 の医者と北守 将軍（ 韻文形）」  

 音楽のまま に  

 

『児童文学』 第一冊 （ 1931 年 7 月）に発表された「北 守将軍 と三人兄弟の 医

者」（当メ ルマガ No.150）には、こ れ以外 に三つのバー ジョン があって、「三

人兄弟の医者 と北守 将軍（韻文形 ）」も そ の一つです 。「北守 将 軍と三人兄弟の

医者」は、この韻 文形 に手を入れる ことに よって成立し たから 、「律動的散文」

になったとい うのは 天沢退二郎で す。当メ ルマガでも 、「北 守将 軍と三人兄弟

の医者」につ いて「戦 場から戻った 将軍の ことばは韻文 形で歌 われて、小さ な

オペラのよう な楽し い作品です」としまし たが、将軍の ことばに は、韻文形が

ほぼそのまま 残って いるのです。  

 

「三人兄弟の 医者と 北守将軍（ 韻文形 ）」の書き出しは 、行分 けの詩のよう に

なっています が、やや 説明的、散文的な 印象 です。ところが、将 軍 が登場する

と、急に調子 が高くな ってきます。――「せ なかのまがっ た大将 が／馬に乗っ

て 先 頭 に 立 ち ／ 剣 を 抜 い て 高 く 歌 っ て い る 。 ／ 「 北 守 将 軍 の プ ラ ン ペ ラ ポ ラ

ン／いま塞外 のくら い谷から、／ やっと のことで戻っ て来た 。（以下略）」  

 

将軍は、七七 、あるい は七五を基調 とした リズムで語り ます。将 軍の名前は、

「 北 守 将 軍 と 三 人 兄 弟 の 医 者 」 で は ソ ン バ ー ユ ― で し た が 、 韻 文 形 は プ ラ ン

ペ ラ ポ ラ ン 、 ま る で オ ノ マ ト ペ で す 。 将 軍 の 脚 が 硬 直 し て 馬 と 一 つ に な っ て

しまったとい うのは 、「北守将軍と三人 兄 弟の医者」と同じ で すが、まず、や

っ か い に な る の が ホ ト ラ ン カ ン 人 間 病 院 で 、 こ れ も 、 オ ノ マ ト ペ の よ う で 耳

なじみがよい のです。そして、韻文 形は、人 間と馬と植物 の三つ の病院に世話

に な っ た あ と 、 王 様 の と こ ろ へ む か う 凱 旋 の 行 進 の 場 面 で 終 わ り ま す 。 冒 頭

から聞こえて いたチ ャルメラ（ピ ー ピーピ ピーピ、ピーピ ーピ。）や豆太鼓（タ

ンパララタ 、タンパ ララタ、ペ タンペタ ンペタン。）の音 とと もに軍歌が歌 わ

れ、音楽のま まに幕 を閉じます。  

 

この韻文形が 散文の「 北守将軍と三 人兄弟 の医者」に書 きかえら れたとき、郷

里 に 帰 る 将 軍 の す が た や 、 戦 わ ざ る を え な か っ た 者 へ の 深 い 慰 藉 と い う 主 題

も、ようやく 現れる ことになるの です。（ 馬車別当）  

 

（本文の引用 は、角 川文庫版『イ ンドラ の網』により ました 。）  



*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ５８  

*****************************************************************  

 

「 こ っ ち で す  こ っ ち で す よ う ！ み え な い の ？ は や く は や く ！ い の し し が 、

わにのせなか をわた ってきます。みんな、ぞろぞろ、そ のあとか らわたってき

ます！おねが い、は やく、はやく ってば ！」  

 

（『エルマ ーのぼう け ん』  ルース ・スタ イルス・ガネ ット /さ く  ルース・  

ク リ ス マ ン ・ ガ ネ ッ ト /え  わ た な べ し げ お /訳  福 音 館 書 店  1963 年 7 月  

＊引用は 1979 年 11 月新版第 19 刷より  p.107）  

 

子 ど も の 頃 に ま ず は 母 に 読 ん で も ら い 、 次 に 自 分 で 何 度 も 読 ん で 楽 し み ま し

た 。 今 回 ひ さ し ぶ り に 読 み 直 す と 、 子 ど も の と き に 読 ん だ 感 覚 が よ み が え っ

て き ま し た 。 そ し て 、 一 番 わ く わ く し た の が こ の 文 だ っ た こ と を 思 い 出 し ま

した。  

 

『エルマーの ぼうけ ん』は 、「ぼ くのとう さんのエルマ ーが 小 さかったとき の

こと」の体験 を語ると いう枠物語で す。エル マーが世話を したの ら猫に、空を

飛 ん で み た い と 言 う と 、 猫 は ど う ぶ つ 島 に と ら え ら れ て い る り ゅ う が い る と

言います。そ こで、 エルマーは隠 れて船 に乗り込み、 助けに 行きます。  

 

エ ル マ ー は み か ん 島 に た ど り つ き 、 み か ん 島 と ど う ぶ つ 島 の 間 に あ る 「 ぴ ょ

んぴょこいわ」を わた り、どうぶつ島に 到着 します。エルマー はそ こで、ねず

みや、いのし しや、サ イやライオン に出会 い、知恵を使 ってりゅ うがとらえら

れているとこ ろまで たどりつきま す。その 冒険を私は 、「ああ、みつかる」「 あ

あ、とらえ られる 」「 りゅうがいた めつけ られるのでは ？」と ひやひやどき ど

き し な が ら 読 み ま し た 。 動 物 た ち と 別 れ た エ ル マ ー は 、 わ に の 背 中 を 歩 い て

川を渡り、つ いにりゅ うに出会いま す。そこ で、引用にあ るように りゅうが言

っ た 気 持 ち は 、 私 が 感 じ て い た 気 持 ち と ぴ っ た り し 、 文 字 を 追 う 自 分 の 速 度

がもどかしい 気持ち でした。  

 

最 後 に エ ル マ ー が り ゅ う の 背 中 に の っ て 空 を 飛 ぶ 場 面 は 解 放 感 が あ り ま し た

が 、 私 に と っ て の ク ラ イ マ ッ ク ス は 、 エ ル マ ー が り ゅ う に 出 会 っ て り ゅ う の

ロープを切る ところ でした。  

 

私は、クリス マスプレ ゼントに続き の２冊 をもらいまし た。この ２冊は、母に

読 ん で も ら っ て か ら 自 分 で 読 む の で は な く 、 最 初 か ら 自 分 で 読 み ま し た 。 一

人 で 読 め た こ と 、 そ し て 内 容 が 理 解 で き て 楽 し め た こ と に 、 満 足 し た こ と を

覚えています 。特に 『エルマーと 16 ぴきのりゅう』（ 1965 年 9 月）で、りゅ

うに家族がい たこと がうれしかっ たです 。（Ｙ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  



明石市立文化 博物館 で５月 19 日まで開催 されている「エルマ ー のぼうけん展 」

に行ってきま した。『 エルマーのぼ うけん 』（ルース・スタイル ス・ガネット /

さ く  ル ー ス ・ ク リ ス マ ン ・ ガ ネ ッ ト /え  わ た な べ し げ お /訳  福 音 館 書 店  

1963 年 7 月）が日本 で出版されて から 60 周年を記念し た展示 で、『エル マー

のぼうけん 』『エル マ ーとりゅう 』『エル マ ーと 16 ぴきのりゅう 』の原画 100

点以上、試 作本、イ ラ スト、ノー ト、人形 、写真などが展 示され ていました。  

 

まず、興味深 かったの は、子どもも 楽しめる 工夫がなされ ていた ことです。動

物 や 植 物 の 絵 の パ ネ ル の 間 を 通 り ぬ け た り 、 わ に の 背 中 を ジ ャ ン プ し て 渡 っ

たり、りゅ うの飛ぶ音 や動物の鳴き 声が聞 こえたりして 、「 エル マーのぼうけ

ん」シリーズ の物語 の世界で遊ん でいる 気持ちになり ました 。  

 

また、作者のルー ス・スタイルス・ガネ ット の義理の母で あるル ース・クリス

マン・ガネットの描い た「エルマー のぼうけ ん」シリーズ の原画は 見ごたえが

ありました。ほとんど が緻密な鉛筆 画で、思 ったよりも小 さいサ イズです。ジ

ャングルの描 写など は、黒一色な のに、色 が見えるよう な気が しました。絵 か

ら は り ゅ う や 動 物 の 表 情 や 動 き が 感 じ ら れ て 、 り ゅ う や 動 物 た ち に 話 し か け

られているよ うな気 がしました。  

 

エルマーとと もだち になったりゅ うのか らだ には「きいろ とそ らいろのしま 」

が あ り ま す 。 カ ラ ー 原 画 の レ モ ン の よ う な 黄 色 の 色 が 美 し く 、 こ ん な り ゅ う

に乗って空を 飛んで みたいと思い ました 。  

 

会場には、ルース・ス タイルス・ガネットに ついての紹介 、作者の 写真、挿絵

を 描 い て も ら う た め に 、 作 者 が つ く っ た フ ェ ル ト の ぬ い ぐ る み や 、 見 返 し の

地 図 な ど も あ り ま し た 。 地 図 は 、 作 者 の メ モ と 実 際 に 描 か れ た 絵 が 見 比 べ ら

れ、二人によ って「エ ルマーのぼう けん」の 世界が想像豊 かに広 がったことが

わかりました （Ｋ）。  

 

明石市立文化 博物館  https://www.akashibunpaku.com/  

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  

*****************************************************************  

今月は休載し ます。  

来月配信の次 号（ NO.165）からは、第４ 章 「宮川ひろ」 です。  

＜これまでの 連載は こちらから＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  JBBY50 周年連続講 座「日本の国 際アン デルセン賞作 家たち 」第１回  

「時代の寵児  安野 光雅の世界  美術館 の仕事から学 んだ安 野本の面白さ 」  

講師：廣石修 （元安 野光雅美術館 副館長 ）  

https://www.akashibunpaku.com/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html


日時：５月 18 日（土 ） 14： 00～ 16： 00  ※有料、要 申し込 み  

会場：出版ク ラブビ ル（千代田区 ）およ びオンライン  各 50 人定員  

主催：日本国 際児童 図書評議会（ JBBY）  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『僕 た ちは星屑ででき

ている』をプレ ゼント します。ご希望 の方は 、プレゼント応 募フォ ームから、

(1)お名前  (2)郵便番 号・住所  (3)電話番号  (4)メールアドレス、よろしけれ

ば  (5)このメルマガ のご感想をお 書きの うえ  ご応募くださ い 。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/1GzdaWoDzE4pc7ku8  

締切は５月 10 日（金 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

最近、あまり 見ない と思っていた ツバメ を見かけまし た。ツ バメが巣を作 る

家は栄えると いうこ とを聞いたこ とがあ ります。花粉 症のた めに外に出る の

が億劫になり ますが 、ツバメが青 空を飛 ぶ姿を思い浮 かべる と、散歩に出 か

けてみようか と思い ます。（Ｔ Ａ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/1GzdaWoDzE4pc7ku8
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

